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1はじめに　　　　　　　　　っている。そこで、工蜥年”88年に同じ養護施設児臨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数学力診断テストを行って、その結果と比較検討して・

　われわれは1975年より、情鰭障害児等の学粟不銀を改　その結果から、餐護施設児の学築不蝦の実態を探り、そ

善するために、算数科を中心として行い、算数学力診断　の改善に役立てたい。それと共に、』般の学築不振児の

テスト、算数学力予測テスト等を作成し、算数学習の習　原因究虜や改善の参考にしたいと考えている。

熟度を診断し、その結果に基いて、各子供に適ワた方法

等の研究を行い、本紀要に報告してきた。毎島県児童相　　皿　方法

談所より、県内の養護施設児の知能指数の平均が平均値

で、正規分布であるのに、学粟成綾が悪く学業不振の子　　1986年に徳場県内・9養護施設（県内全施設）の入所

供が多いので、対策を立てるために、紀要で発表した、　児，小学1～6年まで141名、中学1～3年まで112名

算数学力診断テストを使いたいという、申し入れがあっ　同県の小学校在学児・1～6年まで・各1学級一196名、

た。われわれが射致としてきた子供達と異り、環境的に　中学校在学児、1～3年まで115名、に算数学力診断テ

問題がある子供達の学築不振の実態を把えて・研究する　ストを行った・養護施設児には・四87年は前年度テ不ト．

よい機会であるど考えて、ブロジェクト・チームを編成　を行った者小学2～6年まで105名・中学1～3午まで

し、3年間に亙って研究に当った。遠隔地のため、改善　83名に算数学力診断テストを行った。m88年は2年間テ

に対する援助が直接できなかったことが残念である。　 ストを行っ．た者小学3～6年まで70名、中学1～3年ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で59名に算数学力診断テストを行った。

　皿　目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　算数学力診断テストは算数科の拒導要領に基いて、数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と計算、量と測定、図形、数量欝係の4領域別に作成し

　児童相談所で．獲護施設児の知鮨指数が平均値である　たものである．このデストは、例卑ば、1年生用のが4

のに、学梁成績が悪い学梁不振であると判断しているこ　領域の平均、全領域が10曙できれば、1年生の課程を全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，とは、これまで多くの研兜者により、知能指数≧学桀成　部修得しているものと判断することができるように作成

績とは高い相関があることは認められている。学巣不振　したものである。実施時期が各年ともギ10月～11月のた

の原因については、学習者である子供自身に問題がある　め小学生については。1年生には1年生用のを・・他学年

主体的要因と、 子供を取り巻く環境に属する環境的要因　には該当学年の1年下用のを、中学生には全員にう年生

があるといわれてし・る．難鰍児の多くは、瓢不振用のを鶏した．実施方法は難施設児は各鰍で施

の原因といわれているような、環境で生活した経験があ　設職員輝施行し・学校在学児は学校で教節が施行した・

ると思われる。そこで、1985年に養護施設児の小学生全　テスト結果の採点は研究所に検査済の用紙を送付しても

員に算数学力診断テストを行い．小学校在学児、各学年　らい、決めた基準に従って、採点考が個別に探点し。4

1学級全員に同じテストを行った結果と比較検討し塵．　領域別と4領域の合計、即ち全領域の碍点の百分率を出

及ぴ、参考として、養護施設の中学生全員に小学6年生　した。

馬の算数学力診断テストを行い、中学校各学年1学級に 1）学校在学児群と各年度の養譲施設児群と比較検討を

行った結果と比較検討して、第23集に報告した。1986行った。

年から各施設に於て・岸本搭史氏の方法で算数学習を行　2）養護施設児の3回のテストを小学生時（中学生には
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　小6のテストをしているので条件が異るので除いた）行　図1に示した。

　った者につき1回テスト全領域の結果と3回テスト全領　　養護施設児の知能揃数は全員分っていない。86年，253

域の叡を1986年の蘇織鰍児のテスト駅全鰍名中164名平均1・・．9、S，ゆ，B，9・、・87年．【88榊置5i

　4の各弊の平均と比較し・上硬者・下った者・変動名物1・2，4、S，O，13．55、・88年139名中54名平均1。4．夏

　なしの者について、a）入所年船別に、　A群（乳児院　S，D，14，32で平均知能群である。学校在学児の知能指数

　から）　B群（3儀以下）　C群（3歳博月～6歳）　　は分っていないが、1掌級全員を対象としているので、

　D群（6歳腰月以上）の4群に分けて・比較検討した。　平均知能群と見なすことが出来る。従って、両群の知能

　b）施設別に3年間の施設内で行っている算数掌習の自　指数は大きな差はないと云えよう。

己の撒の実鰍況について・5段階定をしてもらっ勲筋ると、テストの線騨校群児群の方が全
た・その結果を加えて検討した・数が少し・ので・統紬学年で高レ・．学校群と鰍群の各年度別、騨年別で比

処理が出勲レ’ので傾向をみて・今後の参考としたい・較し、t検定の結果、・86年中1、・87年小2、・88刷、3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を除き、罵レペル、或いは騙レベルで有意差が認められ

　　W叡及ぴ搬　　　　　　　た畝嬢灘灘、各犠蹴つき噸定を行っ嬬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果、”86年と胃87年の比較では、中1が鵬レベル、　”86

　　L3回行った鰍勃診断テストの燃　　　年と”88年の比較では、小3と中3で5客レベルで擁差
　　亘985年より・年1回・3回行った鰍学力診断テストが鋤られた溺で、他は櫨差は勘られない．以上

の全鰍の結果を懸施設児群と轍麟麟牙唖臓正の駅から、陣88鰹小学3年生は各年度錬上ってき

表L鋤勃瀕テストの駄群別・犠別潔鰍の平均　　　てレ・る。これは各撒で行ってい纏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本氏の方法が計算力をっけることに重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点を置く学習方法であることで低学年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の方が効果が上りやすいこと、また、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低学年から、学習習慣をっけ、学校で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の授業についていけるようにすること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　により、．学力をっけていくことができ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると考えられる。中2、中3が年度毎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に上ってきているoこれは近年、多く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の養護施設児が高校進学を希望し、受

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　験勉強を自主的にする子が増えてきて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いることと．関｛系があると施設側から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のコメントがっいてきている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．算数学力診断テストの1回目と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3回目の結果の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　算数学力診断テストの1回目と3回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目の結果を比較して、3回テスト時が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学生を対致とし、上ワた渚、下った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者、変動なしの者に分けて．入所年齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別、施設別に検討を加えてみた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上った奢～28名中25名の亘，Q，平均は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　104・6、S，D，14，47、下った者～3且名中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30名のLQ，の平均は104・7、S，D，H．15、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変動なしの者～10名中9名の平均は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LQ，100．9、S，D，22，8である。3群の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知髭指数は差はなく、変動なしの者の
註：学校在掌児群と嚢護癒設児群の各年度男IL各学年別とにっき、t検定の結果、
　※※は聯ペルで※鰍レペル鮪脱め‘認働れた．　　　　s・ゆ・が高いので・ばらつきが大きレ・と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いえる。

養　　　護　　　施　　　設　　　児　　　群 学校在学児群
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小1年
，D，

42．17Z

4．63
※※

nl2
75．δgz

4．54

n32

小2年
，臼P

63．28塔

0．26
※※

n
25

77．07箔

7．50

n見4 8δ，05Z

1．99

039

小3年
，0、

44．46＝

2．37
※

a27 50．3磯

9．30
※※

n22 6隻．50塔

4．i8

011 68．49駕

4．48

口30

小4年
，D，

3《．43＝

9．64
※※

n24 37．4嬬

3．20
　※※

n27 31曾3鷹

8．15
※※

馳18 58．75＝

6．43

q29

小5年
ワD．

34．43Z

4．94
※※

n26 42．3罵

8．74
※※

“21 39．02男

2．44
※※

晒25 51．03髪

9．78

n29

小6年
騨D，

22．Z5客

4．11
※※

n27 17．ε8塔

8．52
※※

馳21 27．78髭

6．96
※※

n丑6 48．6罵

2．09

n37

中1年
．D，

37．65＝

1．42

馳35 24．86驚

5．98
※※

n25 28．39累

9．25
※

n18 42．54累

5．33

馳30

中2年
，Dp

29．77箔

0．24
※※

a38 35．97竃

2．37
※※

良30 40．05塔

7．44
※※

馳17 66．98客

8．89

馳42

中3年
，D，

31．74＝

1．84
※※

n39 35．2正男

2．88
娠※

馳28 45．02客

3．25
※※

n24 61．且2男

6謹2

n43

一50一



得点

峯

79

60

50

40

30

20

10

小3

　　　　　、

一， 　　，『■へ甲
　　　　　　＼’■一
　　　　　　　ヤ　　　　　　　㌧　　　　　　　　、・ノ
　　　　　　　　　＼　　．

4 5

群 上った 下った 変化なし

A群 4（44．44器） 3（33．33瓢） 2（22．22鑑）

B群 4（30．77驚） 7（53．85諾） 2（15．38露）

C群 12（46．15名） 9（34．62考） 5（19．23鑑）

D群 8（38．10藩） 12（57。14客） 1（4．75客）
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＿1988年度嚢議施設児

・一 987年度養護施設児

一・一 985年度養護施設児

3　突学年

図1．算数学力診断テストの結果》群別、全領域の年度別、学年別、比較

　a）入所年鈴別にみた算数学力診断テストの結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3．施設別にみた算数学力診断テストの1回と2回との比較
入購削にA群（乳児院から）B群 （3劇下） と各施設で貨つてい襯鮮習のカの入妨の各犠の舗

C群（3歳始月～5歳）D群（6歳以上）に分けてみ

ると表2で示したように、数が少ないので、はっきり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　したこと

表2．入所年鈴別にみた算数学力診断テスト　はいえな

　　　1回と3回との比較　　　　　　　　　いが、A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　群C群に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　上った者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の方が多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。他群

　　　　　　　　　　　　　　　　　　は下った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　者の方が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　多いが、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 入所年齢

別にみてその差は余りない

　b）施設別にみた算数学カテストの結果

対鍵した9難鰍中、・鰍が”8曄対致康．註緻6は障88年騨年を髄えたテストをしたので除く・

行なったテスト欄勘てし・たので、齢嫡つたが除鰍内で低弊から津翫根鰍くしてし》くことによ

いて（再テストすると醐がずれて撚力‘違うため）8り、轄不振を予防することカ‘跡る・鰍内での碑

鰍につき、比較検討し、表3で示した． 　　鮮習を鮒ていくことは請灘なことであると琳

　施設学習評価の項目は施設内で、1985・”87・”88年の3　る。

年間行なっている、算数学習の力の入れ方を各施設に5

段階評価してもらった結果である。非常に数が少ないの　　　V　おわりに

で、はっきりしたことはいえないが、4施設が上った者

の方移く、ユ鰍が上っ嫡と下った者とが騰であ懸鰍児に鱗学力診断テズトを行櫨結果津習

る．卸で示したように、低韓の痴上っているので不振槻離た・撒内で鱗学習を行なレ’託の後2

鰍 上った 下った 変化なし 施設学習評価

1 1（20．00器） 3（60．00塔） 1（20．00＝） 3・3・4

2 5（35．71客） 8（57．1嬬） 1（7．14塔） 4・4。3

3 5（29．41鑑） 9（52．94鑑） 3（17．64Z） 4ひ4・4

4 4（57．1嬬） 3（42．85零） 0（O．00零） 4・3・3

5 3（42．86器） 1（14．29瓢） 3（42．85瓢） 5・5・3

7 3（42．86零） 3（42．85＝） 1（14．28零） 5◆5・4

8 1（50．00乞） 0（0．00累） 1（50・00写） 3じ3’弓

9 6（60．00峯） 塁（40．00＝） 0（0．00男） I　g3・4
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鯛の醐勘た・⑳結果・騨靴轄がみられ・5・北尾儲r学獅蜘1975年8月日本文化科難
中学生が磁欝舶指楓自主轄を行なったので6繭梱副勃髄の心騨」1978年2月金櫓
テスト結果が上った・低学年で遅れを取り戻すことは、　　房

⑳後謹習鰍舳って授獄鋤することができ・7・平田麗r戦不概煉と学籟導の実陶髄
轄燃をあげることができる・厳してカ・ら・融生懸卿巻蜘号44－47頁1988年7月離
活を円満に送る上にも、墓礎学力をつけておくことは必　　協養議施設協議会

聖ある・鱗轄磯ける鰍の励臓意艘した8・漱被r緯の力をきたえる講座，撚被の教
し’・（本磯は穂鵬児輔舗の鰍顕氏・阿囎育態3』1987年5月醜間題磯所出臨
灘院の細麗励鮪導調拗を頂し・たものであ9・溝被・醐縫鄙障力ずくりの齢．基
である。各施設の長年の御協力に感謝する。）　　　　　本』1987年8月　あゆみ出脹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10，岸本裕史　「学力ずくりの教育方法』　1987年5月

　　　　　　　　　　参考文献　　　　　　　　　　　齢落問題研究所出飯翻

L解俊子他「儲陶鵬の戦不搬関する研1L佐願五郎r学獅概」1978年3月繊出版社
究」日総酸醐懸蔽蜘集123－1顎置2・田中駐他r瓢梅肋心理学的磯』1977年9
2．権平俊子他「学業不振の実態とその改善に関する研　　月　講談社

究第1報』日総鍛醐蜥鞭第23集125－13・搬県懸相嚇r鵤牒おける簸鰍児磯
1顕 1987年　　　　　　　　態傑務鞭51一頒1985年3月

3，糎平俄子「養護施設児の学梁不振に関する研究』日

本総合愛育研究所紀要第2燦295－30頃1987年

4．権平俊子r養護施設児の学築不振に塊する研究』日

　本総合愛育研究所紀要　菓24集241－250頁1988年

14．徳島県児童相談所「養護設設児の学菜不擬児の原因

　と対策に開する研究』1987年3月

15．徳島県児童相談所「徳島県養護施設における学習指

　導に関する実践研究の中間報告』1988年3月

Research・nUnderachievemen七andltsImpr。vement
『Analysis・f酬athematica1Ab無ity・ftheJuve馳ileresided

五naChildreパsHome
幽ムThreeYearsStudy・nthe五rAchieveme鵬。nMathematics一

GONDAIRA　Toshiko，　KIKKA田A　Masao
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YUU翼I　Toshiya
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sch・。1。hildrenand112Juni・rhigh
school　chiユdren，　Another　ls　consisted
。fchUdrenfr・mn。rmaユfamily：196
primarily　schooi　ch1Ldren　and　 115

Juniorhi窪hschoolchUdren．
At1987weoonduotedthesametest。n
”homeローchildrenfrom2ndgradet。9th
9「ade　who　anticipated　ln　the　previous
te3t・At19881“e　conducted　the　same
te3tagain。nsubJe。tsw馳・anticipated
intheprevi。ustw・しestin9．

Wec。mparedtheresul－iththat。f
n。「ma1。ぬ11dren・Theresult。fn。rma1

器i鞍、滞蕊灘8撚l
ThissupPlementaryless。nsh。1“s
辮柵。亀。～es綴hOぎC諮・，鑑拠

離震edp織畑鵬？dζ、欝繍
ent「an。eexamina堂i・n，　Thisisthe
「eason。fしheirg・。dachievement．
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